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第19回 熊本県議会 新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録（平成22年12月13日) 

 

第 19 回 熊本県議会新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録 

 
平成22年12月13日(月曜日) 

            午前10時２分開議 

            午後０時１分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 九州新幹線鹿児島ルートに関する件 

 ２ 高速交通体系に関する件 

 ３ 熊本都市圏交通に関する件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(16人) 

        委 員 長 中 村 博 生 

        副委員長 森   浩 二 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 松 村   昭 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 早 川 英 明 

        委  員 平 野 みどり 

        委  員 大 西 一 史 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 佐 藤 雅 司 

        委  員 守 田 憲 史 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 船 田 公 子 

        委  員 山 口 ゆたか 

        委  員 髙 木 健 次 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 坂 本   基 

         次 長 伊 藤 敏 明 

      地域振興課長 佐 藤 伸 之 

 新幹線元年戦略推進室長 津 森 洋 介 

交通対策総室長 髙 田 公 生 

  交通対策総室副総室長 中 川   誠 

      政策審議員兼 

   新幹線・並行在来線 

        対策室長 満 原 裕 治 

  商工観光労働部 

    首席観光審議員兼 

    観光交流国際課長  松 岡 岩 夫 

    くまもとブランド 

        推進課長 宮 尾 千加子 

 土木部 

部 長 戸 塚 誠 司 

道路整備課長 猿 渡 慶 一 

道路保全課長 安 達 博 行 

都市計画課長 内 田 一 成 

土木審議員兼 

新幹線都市整備室長 松 永 信 弘 

 警察本部 

交通部長 富 永 義 喜 

交通規制課長 髙 野 利 文 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 小 林 昌 樹 

     議事課課長補佐 上 野 弘 成 

――――――――――――――― 

  午前10時２分開議 
○中村博生委員長 ただいまから、第19回
新幹線対策特別委員会を開催いたします。 
 本日の委員会に１名の傍聴申し込みがあり

ましたので、これを許可したいと思います。 
 先般、10月26日からの委員会視察を実施

いたしましたけども、参加いただきました委

員の先生方そして執行部の皆さん方におかれ

ましては、大変お疲れさまでございました。
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出席率が少々悪いような気がいたしましたけ

れども、(笑声)視察の成果を委員会審議に生

かしてまいりたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
 そして11月４日には、ＪＲ九州に対しま

して、小早川総務委員長と兵谷副知事、執行

部とともに正副委員長で要望をしてまいりま

した。御報告したいと思います。 
 それでは、審議に入ります。 
 まず、執行部を代表して、企画振興部長か

ら概要説明をお願いいたします。 
 
○坂本企画振興部長 委員会開会に当たりま

して、執行部を代表して、ごあいさつ及び本

委員会の付託案件の概要について御説明申し

上げます。 
 まず、中村委員長、森副委員長を初め委員

の皆様方におかれましては、10月下旬の管

外視察につきましては大変お世話になりまし

た。現地で得られました情報につきまして

は、今後の事業推進に役立ててまいります。 
 それでは、付託案件の概要について御説明

申し上げます。 
 第１に、九州新幹線鹿児島ルートに関する

件でございます。 
 いよいよ平成23年３月12日の全線開業ま

で残り89日と迫りました。熊本の魅力を多

くの方々に体感していただけるよう、熊本の

豊かな食と多彩な文化を生かした市民力によ

る新幹線元年事業の準備をさらに進めます。 
 また、熊本の魅力を掘り起こし、多くの人

に広めていく「くまもとサプライズ」につい

ては、｢くまモン」の商品化についても認め

ることとし、｢くまモン」の認知度をさらに

高めるとともに、より多くの方々に御参加い

ただけるよう引き続きＰＲに努めてまいりま

す。 
 このうちＫＡＮＳＡＩ戦略の推進につきま

しては、10月から熊本の認知度を高める

「くまモン話題化計画」を本格的にスタート

させ、来年２月には、くまもと逸品縁日＆ミ

ナミあっちこっちラリーと銘打って、３万人

規模のイベントを開催いたします。 
 また、新幹線を活用した観光振興につきま

しては、ＪＲ西日本と全面的にタイアップし

た「くまもとサプライズザンス観光キャンペ

ーン」を10月から実施中ですが、ＪＲ西日

本によりますと、10月の熊本方面の個人旅

行者数が、全線開業前にもかかわらず、対前

年比で約170％と大幅に伸びておりまして、

キャンペーン効果があらわれているとのこと

でございます。引き続きこのキャンペーンを

通しまして、熊本の観光の魅力を広く発信し

てまいります。 
 また、新合同庁舎の整備につきましては、

平成23年度概算要求が見送られております

が、熊本駅周辺整備の核となる重要な施設で

あり、県と熊本市が連携して移転先用地を先

行取得するなど積極的に取り組んできた経緯

もありますので、着実に整備されるよう予算

の復活を粘り強く働きかけてまいります。 
 第２に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 
 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、厳しい道路予算の

状況ではありますが、今後とも早期完成が図

られるよう要望活動などに積極的に取り組ん

でいるところです。 
 次に、航空対策につきましては、平成22
年度も厳しい状況が続いていますが、東京線

の増便など明るい兆しも見えております。 
 また、ソウル線につきましては、今年度は

70％を超える利用率を保つなど堅調に推移

しております。先月の砲撃事件の影響が懸念

されるところですが、韓国内では国民の生活

は普段と変わらず、観光客の訪韓に関しても

ほぼ通常どおりということですので、引き続

き利用促進対策に取り組み、利用客の確保に

努めてまいります。 
 第３に、熊本都市圏交通に関する件でござ
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います。 
 今後とも阿蘇くまもと空港へのアクセスや

交通結節点の改善などを進めながら、交通ネ

ットワークの強化に取り組んでまいります。 
 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは総室長及び各課長か

ら説明申し上げますので、御審議のほど何と

ぞよろしくお願い申し上げます。 
 
○中村博生委員長 それでは、議題(1)につ

いて執行部から事業概要の説明を受け、その

後質疑を受けたいと思います。 
 説明に当たっては、可能な限り簡潔にお願

いしたいと思います。 
 それでは、交通対策総室長から順次説明を

お願いいたします。 
 
○髙田交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。 
 お手元の特別委員会資料に基づきまして説

明させていたただきます。 
 前回からの変更点を中心に説明申し上げま

す。 
 まず、九州新幹線鹿児島ルートに関する件

についてでございます。 
 お手元の資料２ページをお願いいたしま

す。 
 上段のところに、全線開業までの今後の予

定ということで記載をしております。 
 今月には、ＪＲ九州からダイヤが近々発表

されるとともに、先週の10日に、ＪＲ九州

が運輸局に対しまして正規運賃の認可申請を

行い、この後国交省における運輸審議会の議

を経て、年内には公表されるんじゃないかと

いうふうに見ておるところでございます。正

規運賃の公表の後に、直後の割引運賃が公表

されるということになっております。また、

在来線につきましても、新幹線のダイヤと間

隔を置かずして発表されるというふうになっ

ておるところでございます。 

 その後、１月に、国交省による工事完成検

査、それから２月のＪＲ九州の試乗会を経

て、３月12日当日でございますけれども、

熊本駅新幹線駅舎及び新玉名駅につきまして

は、新たに駅が開業することでもありますの

で、新駅の開業式典と出発式を同時に行うこ

ととしております。また、新八代駅につきま

しては、博多行き列車の出発式というものを

開催することにしております。いずれも、こ

れらにつきましてはＪＲ九州が主催というこ

とになっております。 
 また、この日には、熊本市内で県、熊本

市、ＪＲ九州、鉄建・運輸機構による実行委

員会の共同の主催であります開業記念の祝賀

会を、熊本市内で開催することとしておりま

す。そのほか、当日には、新幹線開業に関す

る式典というものを開く予定としておりま

す。 
 また、参考のところで、主要駅間の所要時

間についてでございますけれども、｢みず

ほ」についてＪＲ九州が発表したことに伴

い、熊本駅から新大阪駅の最短所要時間は２

時間59分、また熊本駅から博多駅の最短所

要時間は33分というふうに変更となってお

ります。 
 続きまして、３ページ目をお願いいたしま

す。 
 今年度の要望活動の実績及び予定というこ

とでございますけれども、10月27日には、

関係11道県の知事、副知事等で、並行在来

線の関係道県の協議会としての合同の要望活

動を行いました。 
 また、11月２日には、整備新幹線の関係

の18都道府県の期成同盟会としての要望活

動で、ここでは整備新幹線の整備のみなら

ず、並行在来線に対する支援ということも含

めまして要望をしておるところでございま

す。 
 また、４日についてでございますけれど

も、中村委員長、森副委員長それから小早川
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総務常任委員長と合同で、県執行部、副知事

とともに、ＪＲ九州に対しまして、利便性の

高い運行形態の実現に向けた要望活動という

ことで、新幹線のダイヤ、また博多駅での対

面乗りかえ、それから在来線の利便性の確

保、さらには肥薩おれんじ鉄道の11年目以

降の支援ということにつきまして要望を行い

ました。中村委員長、森副委員長、小早川総

務委員長におかれましてはありがとうござい

ました。 
 この要望の中身についての結果でございま

すけれども、現在新幹線の便数の確保につい

ては、車両の編成両数の関係上、また山陽新

幹線の相互乗り入れを念頭に入れた上で、Ｊ

Ｒ東海、ＪＲ西日本とＪＲ九州としても調整

していきたいと。 
 博多駅での対面乗りかえについては、新た

にホームを整備してできるだけ多くの乗り継

ぎに使用して、できる限りこの対面乗りかえ

というものについては実現させたいという回

答がございました。 
 また、在来線の利便性の確保につきまして

は、鋭意ＪＲ九州としても検討をしていると

ころであるという話でございました。 
 さらに、肥薩おれんじ鉄道の11年目以降

の支援ということにつきましては、すぐに答

えを出せる状況にはないところであるけれど

も、今後回答していきたいと、そういう話で

ございました。 
 お手元に、別添の報告資料といたしまして

「九州新幹線の運賃及び特急料金について」

ということで、一枚紙でございますけれども

資料を用意させていただきました。こちらの

内容につきまして説明申し上げます。 
 先週の金曜日でございますけれども、ＪＲ

九州から国土交通大臣に対して、博多－新八

代間にかかる運賃及び特急料金についての認

可申請を行いました。この申請の中身につき

ましては、特急料金の上限の申請であり、こ

の割引切符――２枚切符等の割引切符料金に

つきましては、認可後に発表されるというこ

とになっております。 
 ２番目に、主な内容についてでございます

が、熊本駅からの運賃・特急料金ということ

で、ここに掲げてある数字は、大人の通常料

金における指定席の運賃でございます。熊本

から博多までは開業後4,990円、熊本から新

大阪までは18,020円というふうになってお

ります。また、自由席の場合には、この4,99
0円、18,020円からそれぞれ510円引いた額

というふうになっています。現在の九州新幹

線は、指定席と自由席の差はちなみに500円
となっております。 
 また、今回山陽新幹線が直通で乗り入れる

ということになりますので、｢みずほ」「さく

ら」の車両形態につきましては、グリーン席

というのを設けております。これは自由席の

運賃にグリーン代を足したもので、ちなみに

熊本から博多までは6,480円、熊本から新大

阪までは２万5,810円というふうになってお

ります。また、駅を飛ばす「みずほ」あるい

は博多駅で「のぞみ」に乗りかえた場合には

300円増しとなるとともに、シーズン別の料

金というのを設定するということになってお

ります。 
 また、新玉名、新八代、新水俣からの運

賃・特急料金、これも大人の通常料金の指定

席でございますけれども、それぞれ新玉名、

新八代、新水俣から博多まで、及び新大阪ま

での開業後の運賃というものにつきまして、

お手元の資料のとおり申請をしたところでご

ざいます。これから国交省の審議を経て、

近々正式に認可がおりるということになって

おるところでございます。 
 私の方からは、ひとまず説明以上でござい

ます。 
 
○佐藤地域振興課長 地域振興課でございま

す。 
 資料の６ページをお願いいたします。 
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 新熊本合同庁舎の整備についてでございま

す。 
 まず、Ａ棟についてでございますが、資料

の中段ほどでございます、本年11月にＡ棟

完成いたしました。この12月にも九州財務

局の移転がございます。これを皮切りに、国

の出先機関６機関が、来年２月末までに順次

移転をする予定でございます。 
 それから、資料の下の方でございますが、

来年度の概算要求が見送られておりますＢ棟

につきましては、県と熊本市が移転先用地を

先行取得するなど積極的に協力してきた経緯

も踏まえ着実に整備されるよう、10月及び1
1月にも国土交通省の新しい副大臣、政務官

に要望を行ってきたところでございます。 
 今後とも、引き続きＢ棟の早期整備実現に

向けまして、強く国に求めてまいりたいと考

えております。 
 以上でございます。 
 
○津森新幹線元年戦略推進室長 新幹線元年

戦略推進室でございます。 
 九州新幹線を活用した熊本づくりについて

御説明申し上げます。 
 資料の12ページ、よろしくお願いいたし

ます。 
 新幹線元年戦略の推進についてでございま

すが、11月18日に、第12回目の新幹線元年

委員会を開催し、具体的な詰めの作業を行っ

ております。全線開業日から展開いたします

新幹線元年事業でのサプライズの実施、また

各地域の魅力を紹介するガイドブックを、よ

くある冊子ではなく、話題性のあるものにす

るための仕掛けづくりなど、細部のアイデア

を詰めている段階でございます。 
 また、全線開業に向けてさらに県民機運の

醸成を図るため、区切りのよい100日前、12
月２日でざいますけども、カウントダウンイ

ベントを開催したところでございます。 
 熊本地域では、新幹線と桜などをラッピン

グした市電を、12月２日から来年３月末ま

で運行することとしており、その出発式を熊

本市交通局で開催しております。 
 また、県南の八代・水俣・芦北地域では、

肥薩おれんじ鉄道に「くまモン」をモチーフ

にラッピングした電車を、市電と同様３月末

まで運行することとしており、水俣駅でその

出発式を実施したところでございます。 
 また、県北では、桃田運動公園などに「く

まモン」がサプライズ登場し、全線開業をＰ

Ｒしたところでございます。 
 続きまして、資料の１５ページをよろしく

お願いいたします。 
 ④の総合的な情報発信についてでございま

すが、新幹線全線開業をＰＲするポスター、

のぼり、懸垂幕を作製し、ポスターは包括的

な協定を結んでおりますコンビニエンススト

アなどの商業施設や、市町村も含めた行政関

連施設など約2,000カ所に掲示しておりま

す。 
のぼりも同様に、コンビニや行政機関など

約1,500カ所に設置しております。懸垂幕に

つきましては各地域振興局、各市町村など6
5カ所に掲げており、まち全体として開業に

向けたわくわく感のする雰囲気づくりに取り

組んでいるところでございます。 
 また、⑤のくまもとサプライズの展開につ

いてでございますが、“あったらいいなと思

う”サプライズを実施する団体を募集し、奨

励金を授与する団体を小山薫堂さんを含む審

査会により決定いたしました。奨励金を授与

する３団体は表に記載しております。 
 このうち、まず一番上段の「春日人おても

やん」につきましては、案内人ボランティア

が、熊本駅から城下町そして中心市街地、熊

本城などを結ぶことができる「心豊かなおも

てなし」をする企画でございます。 
 また、｢八代グリーンプロジェクト実行委

員会」によりまして、八代市内の学生が中心

となって、アーケードが畳敷きにされている
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かのように八代産のいぐさを使って演出し、

また晩白柚などを活用したイベントやお茶の

振る舞いなど、八代の魅力を結集した企画を

実施する予定でございます。 
 また、｢くまもと町づくりの会 城華」に

おきましては、熊本から城下町を通って熊本

城までの間で、九州各地の人力車を集め、熊

本の魅力や文化を体感できる行列に彩りを加

える企画でございます。 
 この３つの取り組みにとどまらず、さまざ

まなサプライズのアイデアの種を一つでも花

に、実になるよう引き続き取り組んでまいり

ます。いずれもこの３つの企画につきまして

は、また地域の方々がみずから考えて地域資

源を活用した魅力づくりとなっておりますこ

れらの取り組みを、全線開業を中心に実施す

ることとしております。 
 また、一番最後の行でございます、くまも

とサプライズのロゴそして「くまモン」の民

間企業などによる商品化につきまして、県が

使用許可を出す場合におきまして、デザイン

の使用は無料、そして民間事業者の方々にグ

ッズを製造・販売いただくことといたしまし

た。グッズを介した口コミなどを通じて、さ

らに多くの皆様にくまもとサプライズの趣旨

を知っていただき、身近な取り組みの企画に

つながればと考えております。開業まで残り

90日を切りました。ラストスパートを全力

で取り組んでまいります。 
 新幹線元年戦略推進室からは以上でござい

ます。 
 
○宮尾くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。 
 17ページをお願いいたします。 
 九州新幹線を活用した観光振興等でござい

ます。 
 まず、ＫＡＮＳＡＩ戦略についてでござい

ますが、くまもとプロモーション等の展開に

つきましては、｢くまモン」話題化計画を進

めてきておりまして、｢くまモン」の神出鬼

没と並行して、おもしろポスターですとか、

新聞、ラジオ、ウェブ、ツイッターなどを活

用いたしまして、これまでの一方通行の情報

発信ではなく、双方向のコミュニケーション

ツールなどを使いまして行ってまいりまし

た。 
 その結果、関西等のメディアで「くまモ

ン」そのものが話題になってパブリシティー

に取り上げていただくようになりましたり、

またブログ、ツイッターも順調に右肩上がり

に伸びてきております。 
 直近の話題といたしましては、新聞にもご

ざいましたけれども、12月10日に、大阪プ

ロレスを訪問いたしまして、大阪での名刺１

万枚配布が見事終わったということで、胴上

げをしてもらったというような記事が出てき

ております。これは大阪でも取り上げられて

おります。 
 これまでいわゆる行政側のＰＲではなかな

か訴求できてこなかった層ですとかエリア、

プロレスもその一つなんですけども、女子高

生ですとか、地元の商店街といったところに

訴求できてきているというのは、一つのあり

がたいことかなというふうに思っておりま

す。 
 また、どのエリアからブログのアクセスが

多いかというのを見るのがあるんですけど

も、これも大阪だけで熊本の２倍以上のいわ

ゆるアクセス数がございまして、ほか神戸や

京都を含めますと約2.7倍ということで、い

わゆる私どもがターゲットとしておりました

エリアあるいは層におおむね訴求できつつあ

るのではないかなというふうに思っておりま

す。 
 また、今月下旬には、いわゆる新聞１面に

フロンター号というのを出すんですけども、

カラーでいわゆる「くまモン」を使った、ま

た新幹線が開通しますと「いよいよです」と

いうような広告・ＰＲをしていきたいと思っ
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ております。 
 資料の下から３つ目の丸でございますが、

知事のトップセールスでございます。知事の

トップセールスによりまして、岡山県知事、

広島県知事、近畿ブロック知事会等に対しま

してＰＲを行いました。これも地元岡山、広

島、大阪等のパブリシティーに取り上げてい

ただいて、認知度アップにつながりました。 
 下から２つ目でございます。新幹線元年戦

略アドバイザーの小山薫堂さんの監修により

まして、くまもとブランドポスターを作成い

たしました。現在印刷中でございますが、今

後大阪など県外の駅バリア、雑誌にアピール

するのはもちろんのこと、県内各地域の各団

体、金融機関などにはっていただきまして、

熊本のよさを感じていただきたいと思ってお

ります。 
 一番下でございます。大阪事務所や農林水

産部と連携して、食の名人さんによる熊本の

食材を使いました料理教室を開催いたしまし

た。これにも知事が参加しております。 
 18ページをお願いいたします。イベント

関係でございます。 
 １つ目の丸でございますが、今年度もひろ

しまフードフェスティバルに参加いたしまし

た。７０～８０万人参加という大変盛り上が

るイベントでございますが、これに熊本から

はいきなり団子と辛子レンコンに特化して出

展していただきました。両方ともこの手のイ

ベントでは過去最高の売れ行きだったという

ふうに伺っております。 
 また、これと並行いたしまして、事前にテ

レビ番組ですとかＣＭ、あるいは当日の生放

送等を行いまして、相乗効果があったかと思

っております。 
 ページ中ほどでございます、情報発信スポ

ットの設置です。大阪市内ローソン店舗内

に、熊本のアンテナショップ「熊本よかもん

ＳＨＯＰ」を10月27日にオープンさせまし

た。販売は130アイテムでございますが、こ

れを機に期間限定で近畿圏1,800店舗で熊本

フェアを開催いたしました。関西で初めての

出店でございまして、また新浪ローソン社長

と知事が２人でＰＲをしたということもござ

いまして、在阪のほとんどのメディアで取材

いただきました。 
 下から３つ目の丸でございます、｢くまも

とブランド」推進等でございますが、グラン

メッセにおけるくまもと物産フェア、－これ

は県内最大規模の物産展だと思っております

が－、への協力ですとか、下から２つ目です

が、鶴屋の御好意で“くまモン”ポスター展

を現在開催いただいております。 
 以上、よろしくお願いいたします。 
 
○松岡観光交流国際課長 観光交流国際課で

ございます。 
 資料の19ページをお願いいたします。 
 まず、九州新幹線全線開業直前キャンペー

ンでございますが、ＪＲ西日本とタイアップ

いたしまして、くまもとサプライズザンス観

光キャンペーン、10月１日から実施中でご

ざいます。 
 主な宣伝展開ですが、キャンペーンパンフ

レットを前期と後期に分けて制作しておりま

す。前期、10月から12月分のパンフレット2
0万部配布いたしましたが、好評のため品切

れということで、10万部をさらに追加して

印刷・配布いたしております。 
 また、ＪＲ西日本提供のテレビ番組、｢お

とな旅あるき旅」の第１回目を９月に放送い

たしております。熊本城、水前寺成趣園、Ｓ

Ｌ人吉、青井阿蘇神社、人吉城址等を取材、

紹介いたしております。なお、来月１月22
日には第２回目が放送される予定でございま

す。 
 また、ＪＲ西日本のホームページ「ＪＲお

でかけネット」では、トップページに熊本の

キャンペーンが大きく紹介されております。 
 さらに、毎月21万部が発行されておりま
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すＪＲ西日本の情報誌「旅こよみ」では、1
0月号が熊本市、11月号が天草、12月号が阿

蘇の温泉ということで、表紙を含め巻頭の特

集がすべて熊本で編集されております。来月

以降も熊本が特集される予定になっておりま

す。 
 それから、毎号７万部発行しております機

関誌「くまもと時間」が秋号と冬号を発行い

たしております。 
 それから、21ページをお願いいたしま

す。 
 キャンペーンの開始に当たり、10月１日

と２日の２日間、キックオフイベントを実施

いたしました。 
 まず、大阪、京都、神戸の３都市で観光宣

伝を行ってまいりました。県内のおかみさん

や観光関係者約90名によります観光宣伝隊

が、キャンペーンパンフレットやノベルティ

ーを配布いたしております。 
 大阪のＰＲには県の宣伝部長スザンヌさん

も参加いたしまして、多数のマスコミ取材が

あったほか、大阪市内の新聞社も訪問しキャ

ンペーンをＰＲしたところでございます。 
 また、キャンペーンの内容を関西地域の旅

行会社に説明するため、ホテルグランヴィア

大阪で観光キャンペーン説明会、素材体験会

を開催いたしました。 
 キャンペーンパンフで紹介しております食

の素材を体験してもらうと同時に、旅行商品

となっております山鹿灯籠踊り、ハイヤ踊り

など郷土芸能を披露いたしております。 
 サプライズゲストとしてスザンヌさん、そ

れからおかみさん、キャンペーンレディー、

それからスザンヌさんの親子でありますキャ

サリン、マーガリンさんも出場いただきまし

て、くまもとＰＲソング「くまもとファイヤ

ー」を披露いたしまして会場を盛り上げてお

ります。 
 関西地域の旅行会社10社の幹部それから

企画責任者64名の参加を得たほか、26社の

マスコミの取材があっており、キャンペーン

の開始を広く告知することができました。 
 キャンペーンの旅行商品といたしまして、

ＪＲと宿がセットになった旅行プランをＪＴ

Ｂ、日本旅行、近畿日本ツーリスト等が造

成・販売をいたしております。 
 ＪＲ西日本は、先ほど部長のあいさつの中

にもありましたとおり、社長の定例記者会見

でこのキャンペーンの成果というものを取り

上げるなど、ＪＲ西日本はこのキャンペーン

を別格扱いで取り組んでいるところでござい

ます。 
 次に、22ページをお願いいたします。 
 その他の項目ですが、キャンペーンに関連

いたしまして、ＪＲ西日本グループは、山崎

製パンと共同で、熊本県「ご当地パンとおに

ぎり」を販売しております。パッケージには

キャンペーンロゴを貼付・印刷するほか、売

り場周辺にはスザンヌさんのＰＯＰなどを設

置し、キャンペーンを盛り上げております。 
 近畿圏内のＪＲ西日本駅構内の「ハート・

イン」、｢デイリー・イン」及びキヨスク等約

260店舗で販売をいたしております。 
 続きまして、23ページをお願いいたしま

す。 
 ②熊本・宮崎・鹿児島デスティネーション

キャンペーン全国宣伝販売促進会議について

でございます。 
 来年、平成23年10月から12月の３カ月

間、熊本県、宮崎県、鹿児島県では、ＪＲ６

社及び全国の旅行会社とタイアップいたしま

して、熊本・宮崎・鹿児島デスティネーショ

ンキャンペーンを展開いたしますが、去る1
0月27日、その全国宣伝販売会議を開催いた

しました。本番に向けた誘客を促進するため

の各種情報の提供等ＰＲを行っております。

28日から29日にかけましてはエキスカーシ

ョンを実施いたしておりまして、旅行会社の

担当者等に、３県の観光素材を体験してもら

っております。 
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 次に、④九州各県と連携したプロモーショ

ン活動ですが、熊本・宮崎・鹿児島の南九州

３県で構成します南九州広域観光ルート連絡

協議会で広報活動を展開しているほか、長

崎・熊本・大分の３県で、平成23年２月１

日から９月30日まで、トヨタレンタカーと

連携いたしました九州横断エコドライブの旅

を実施する予定としております。これは３県

乗り捨てにかかる経費を無料とするほか、特

別料金、通常の半額程度で設定するというこ

とで、長崎・熊本・大分横軸内での移動を活

性化する取り組みとなっております。 
 さらに、来月３月から、熊本でレンタカー

を借りられた方につきましては、九州域内全

域乗り捨て経費を無料とするという企画も現

在詰めているところでございます。 
 続きまして、資料の24ページをお願いい

たします。 
 ⑤教育旅行の誘致についてでございます

が、先週、12月９日から10日にかけまして

熊本県教育旅行受入促進協議会、６班体制で

中国地区の誘致セールスを行っております。

43カ所訪問してセールスを行ったところで

ございます。 
 次に、⑥おもてなしの取り組みでございま

す。「ようこそくまもと大作戦」の第２期募

集を、９月１日から30日の間実施いたしま

して、85件の応募に対しまして42件、総額4
96万円余を助成事業として選定をいたして

おります。 
 以上でございます。 
 
○猿渡道路整備課長 道路整備課でございま

す。 
 高速交通体系に関する件につきまして、資

料の御説明を申し上げます。 
 まず、資料の28ページをお願いいたしま

す。 
 28ページ、九州横断自動車道延岡線の現

状のところでございます。３つの追加インタ

ーチェンジのうち、小池インターチェンジに

つきまして、10月から用地買収に着手して

おります。 
 それから、資料の29ページをお願いいた

します。 
 南九州西回り自動車道の中ほどの現状でご

ざいます。国が芦北出水道路の芦北－津奈木

間に加えまして、本年度から津奈木－水俣間

につきましても工事着手をしております。 
 資料の34ページをお願いいたします。 
 要望活動でございます。 
 まず、①の九州横断自動車道延岡線でござ

います。去る11月５日に、蒲島知事も出席

のもと、熊本県側それから宮崎県側の両期成

会との共催で、建設促進地方大会を御船町の

カルチャーセンターで開催いたしました。沿

線住民を中心に500人の参加が行われまし

た。なお、大会では、延岡線の通称としまし

て、九州中央自動車道というふうに呼ぶこと

を決定しております。 
 また、去る11月８日には、宮崎県知事、

村田副知事、宮崎県県議会副議長それから重

村建設常任委員長ほか、熊本県、宮崎県の関

係者によりまして要望活動を行っておりま

す。 
 次に、②の南九州西回り自動車道でござい

ます。去る11月16日に、東京で鹿児島県知

事、村田副知事、鹿児島県県議会議長、松田

副議長ほか熊本県、鹿児島県の関係者の出席

で両県選出国会議員との懇談会を行い、その

後要望活動を行いました。 
 道路整備課は以上でございます。 
 
○髙田交通対策総室長 続きまして、航空路

線の利用促進についてということで、交通対

策総室の方から説明申し上げます。 
 お手元の資料36ページをお願いいたしま

す。 
 まず、国内線の振興についてでございます

けれども、現状といたしまして、中ほどにあ
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ります東京線のところですけれども、本年1
0月末からスカイマークが熊本－東京線に１

日３便で参入し、これにより熊本－東京線は

１日16便から４社で１日19便に増便になっ

たところでございます。 
 また、大阪・神戸線につきましては、大阪

線につきまして、日本航空が本年10月末か

ら１便減便するとともに機材を小型化してお

ります。また、神戸線につきましては、スカ

イマークが10月末からは１日２便でござい

ますけれども神戸線に参入をし、天草エアラ

インが神戸線を10月中に廃止をしたところ

でございます。 
 また、静岡線につきまして、フジドリーム

エアラインズの熊本－静岡線の今年度４月か

ら10月まででございますけども、その利用

率は47.4％ということでございます。静岡発

熊本着の利用率が61％に対し、熊本発静岡

着の利用率は34％というふうになっておる

ところでございます。引き続き静岡県やＦＤ

Ａと連携して、路線ＰＲ、相互交流など推進

をしているところでございます。 
 続きまして、42ページをお願いいたしま

す。 
 今後の取り組みについてでございますけれ

ども、阿蘇くまもと空港の国内線の利用につ

きまして、４月から10月までの旅客数は、

対前年比98％となっておるところであり、

引き続き不透明な状況が続くことは予想され

るところでございます。今後ともできる限

り、路線維持・振興に向けた取り組みを頑張

ってまいりたいと思っております。 
 個別の路線についてでございますけれど

も、まず東京線につきまして、スカイマーク

の就航により３便増便となったところでござ

いますけども、羽田空港の再拡張、第４滑走

路の供用開始に伴う発着枠の配分につきまし

ては来年４月、またさらに２年後新規発着枠

それぞれ与えられるというようなことになっ

ております。そうした中において、地方の主

要空港に配分され、特に熊本－東京線につい

て配分されるよう、我々としても航空会社な

どに対して働きかけを強めていきたいと考え

ております。 
 また、静岡線についてでございますけれど

も、これまで県の商工会議所連合会、工業連

合会などでの交流をしておるところでござい

ますけれども、本年10月には、熊本市内の

百貨店で初めて静岡県の物産展が実施される

など、交流を深めつつあるところでございま

す。一方、熊本から静岡・東海地域への観光

面につきまして、引き続き掘り起こしをして

いく必要があるところでございます。今後と

も民間団体レベルの交流ニーズの掘り起こ

し、旅行商品の造成を中心に、利用率の向上

に向けて頑張ってまいりたいと考えておりま

す。 
 続きまして、43ページをお願いいたしま

す。 
 大阪線についてでございますけれども、現

在熊本の魅力をＰＲしておるところでもござ

いますけれども、新幹線の全線開業と相まっ

て、全体の熊本と関西方面の需要を引き上げ

るとともに、航空路線につきましても、現在

天草エアライン就航により１日８便というふ

うになりますけれども、便数の維持、空港ア

クセスの改善などを図りながら、大阪線の活

性化に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 
 天草エアラインにつきましては、今週の水

曜日から熊本－大阪線、１日１便でございま

すけれども、就航することになっておりま

す。現在熊本と大阪の間の就航が、年間飛行

機の利用が60万人にのぼっているところで

もあります。そうした市場の中で就航するこ

とになりますが、ＰＲ及び利用促進に努めて

まいりたいと考えております。 
 その他でございますけれども、熊本と小牧

を結ぶ路線につきましては、来年の３月26日

をもちまして運休することになりますが、そ
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の後の路線の運航ということにつきまして、

日本航空や国土交通省の動向も注意しなが

ら、ほかの航空会社による就航も視野に入れ

た対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。 
 続きまして、航空物流機能の強化について

でございますが、資料の44ページをお願い

いたします。 
 現状についてでございますけれども、阿蘇

くまもと空港における航空貨物の取扱量につ

きましては、今年度４月から10月まででご

ざいますけれども、１万3,700トンと前年に

比べて18％程度減少しているという厳しい

状況でございます。 
 一番下の丸のところでございますが、熊本

発東京便の最終の便につきまして、これまで

は150人乗りの小型ジェット機で、これはば

ら積みしかできなかった機材でございますけ

れども、11月から最終便といたしまして、

全日空の方で20時半発の260人乗りのジェッ

ト機と大型化をしたところでございます。こ

れによってコンテナによる輸送も可能になっ

たところでもございまして、航空輸送力の供

給としては改善したところでもございます。 
 続きまして、46ページでございますけど

も、こうした状況に対しまして、我々として

は物流機能の強化を図っていく上でも、この

運航の継続というのを引き続き航空会社に対

して働きかけていくとともに、またこの利用

につきまして、フォワーダー（航空貨物運送

事業者）や荷主の方々に対しまして、利用促

進ということで働きかけていきたいと考えて

いるところでございます。 
 続きまして、国際線の振興についてでござ

いますが、47ページをお願いいたします。 
 中ほどにソウル線の現状でございますけれ

ども、今年度の４月から10月までの利用率

は70.8％という状況でもございます。現在の

状況についてでございますけども、一部キャ

ンセルということも新聞でもあるところでご

ざいますが、そう急激な利用率の減少という

ことが見られていないところではございま

す。 
 また、国際チャーター便についてでござい

ますけれども、本年度の実績といたしまし

て、10月までの便数は10便ということにと

どまっておりますが、将来の安定した需要を

確保するために、８月に、台湾の観光協会、

チャイナエアラインと共同で教育セミナーを

開催し、今現在そうした成果を生かして、何

とか団体の造成ということで関係機関と話し

て、旅行商品あるいは実績と団体送客をつく

っていこうとしているところでございます。 
 続きまして、51ページをお願いいたしま

す。 
 今後の取り組みについてでございますけれ

ども、現在の水準を維持しながら将来的な増

便あるいは日本人にとって利用しやすいダイ

ヤの改善ということになるように、航空会社

に対して働きかけを引き続き行うとともに、

韓国の政府観光局や旅行業者などと連携しな

がら、旅行商品の造成・支援を通じた利用促

進、マスメディアを活用したＰＲなどに取り

組んでまいりたいと考えております。 
 また、今月でございますけれども、ソウル

線の利用者を対象といたしまして、阿蘇くま

もと空港の前の駐車場を無料とするキャンペ

ーンを実施しておるところでございます。1
1日まで５便でございますけども、その利用

実績は59台というところでございます。 
 また、国際チャーター便についてでござい

ますけれども、台湾線につきまして引き続き

交流ニーズを掘り起こすとともに、チャータ

ー便の実施ということにつきまして働きかけ

を行っていきたいということでございます。

現在、今年度におきましてはさらに６便運航

が計画されておるというところでございま

す。 
 また、10月には、中国大陸の格安航空会

社でございます春秋航空というところに対し
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まして、熊本－上海線の就航依頼というのを

行ったところでもございます。定期路線の就

航に向けた協議というのはこれからでもござ

います。今後とも進めていきたいというふう

に考えております。 
 続きまして、54ページの、阿蘇くまもと

空港の施設整備及び活性化に向けた取り組み

等についてでございますけれども、ここでは

資料の61ページ、飛んで申しわけございま

せんけれども、今後の取り組みというところ

で１点報告申し上げます。 
 現在、国土交通省におきまして、空港関連

企業と空港の経営一体化、あるいは民間への

委託ということについて、国交省の成長戦略

会議でも言われたところでもございますが、

先々週の金曜日、12月３日に空港運営のあ

り方に関する検討会ということで、第１回の

会議が開催されました。これから来年の７月

までのスケジュールで関係各省のヒアリング

などを通して、この空港の運営のあり方とい

うことについて議論をしていくという状況に

なっております。 
 そうしたその間でありますけれども、我々

としては引き続き空港前の駐車場についての

料金の値下げや地元による管理運営などにつ

いて、国交省あるいは空環境に対しても要

望、働きかけを行っていきたいと考えており

ます。 
 続きまして、熊本都市圏交通に関する件に

つきまして説明させていただきます。 
 熊本都市圏交通施策の取り組みの公共交通

の利用の促進ということで、お手元の資料の

66ページをお願いいたします。 
 ここでは、熊本都市圏の公共交通ネットワ

ークの整備についてでございますけれども、

まず阿蘇くまもと空港へのアクセスの改善と

いうことで、ＪＲの豊肥本線を活用した空港

シャトルバスの運行についてでございます。

本年の10月１日から来年の３月25日までの

約半年間、試験運航を行っているところでご

ざいますけれども、航空機のダイヤの改正に

伴い、10月31日現在でございますけども、

１日25便で運航をしておるところでござい

ます。 
 試験運航の開始後の２カ月間の利用者につ

きましては、1,225名と１日当たり約20人の

利用にとどまっているところで厳しい状況で

もございます。現在、その利用者の掘り起こ

しに向けて広報・ＰＲを強化しておるところ

でございますが、67ページの後段のところ

で、今後の取り組みといたしまして、年末年

始に向けて新聞、旅雑誌への広報掲載や、豊

肥本線の沿線となります熊本都市圏、あるい

は阿蘇郡市の企業や住民の皆様方を対象とし

たチラシの作成配布などを通して、広報・Ｐ

Ｒ活動を一層強化して、この利用実績の向上

に努めて頑張ってまいりたいというふうに考

えております。 
 続きまして、既存のリムジンバスの改善に

ついてでございますけれども、速達性の確保

に重点を置くという観点から、今月１日から

快速運行を実施しておるところでございま

す。 
 その中身につきましては、資料の67ペー

ジでございますけれども、１日34往復のう

ち４往復でございますけども、試行運行とい

う形で快速便を運行しておるところでござい

ます。停車のバス停といたしましては、西部

車庫、熊本駅、交通センター、通町、県庁そ

れから空港ということでございます。 
 運賃につきましては、現在の既存のリムジ

ンバスと同一の運賃でございます。 
 ダイヤ上、時刻表上の所要時間は53分程

度となっておるところでございますが、運行

状況を見て速達性を改善していくということ

になっておるところでございます。 
 続きまして、バス路線網の再編についてで

ございますけども、資料の68ページをお願

いいたします。 
 一番上のところでございますけども、今後
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の取り組みということになりますが、熊本都

市圏を含む県内の公共交通の利便性の向上に

向け、現在熊本都市圏で指定をされておりま

す磁気カード、｢Ｔｏ熊カード」にかわるＩ

Ｃカードの導入ということにつきまして、関

係者間、事業者あるいは熊本市など、関係者

間で現在協議を進めているところでございま

す。 
 また、熊本市電の電停改良の整備、電停の

バリアフリー化についてでございますけれど

も、熊本市におきまして来年の３月１日から

運行系統の名称の見直し、あるいは色分け、

一部の電停の名称の見直し等を実施する予定

でございます。 
 現在、運行系統といわれているのは、Ａ系

統で赤色のシンボルカラーと、３号系統とい

われている路線をＢ系統として青色のシンボ

ルカラーとそれぞれするということでござい

ます。 
 また、電停の名称の変更につきましては、

お手元の資料のような形で変更するというこ

とになっております。 
 続きまして、公共交通利用促進策について

でございますが、資料の69ページをお願い

いたします。 
 ここでは、休日ファミリー割引ということ

についてでございますが、ことしの９月18
日から10月17日までの土日・祝日の１カ月

間その割引を実施し、大人１名につき小学生

以下の子供３名までを無料化するということ

を行いました。 
 約３万人の方がこの割引制度を利用し、特

に半数以上の１万6,000人の方が、普段公共

交通を利用していない新規の利用者というこ

とでございました。この割引の実証実験の結

果につきまして現在その詳細を検証しておる

ところでございまして、関係機関、バス事業

者などとの間で、本格実施に向けた検討を引

き続き進めてまいりたいと考えております。 
 続きまして、交通結節点の改善についてで

ございます。 
 資料の70ページをお願いいたします。 
 (2)の新水前寺駅のことにつきましては、

後ほど都市計画課の方から説明をさせていた

だきます。 
 ここでは、(3)の上熊本駅についてでござ

います。 
 ＪＲ鹿児島本線の連続立体化事業、あるい

は上熊本駅周辺の整備計画等を踏まえ、現在

県、熊本市、合志市、熊本電鉄から成る北部

方面の交通検討会議を活用して、結節機能の

強化について取り組んでいるところでもござ

います。10月以降、関係機関の間で連絡会

議を開催し、上熊本駅関連の整備計画の概

要、本件の進め方について協議をしていると

ころでもございます。 
 今後の取り組みといたしまして、資料の7
1ページでございますが、今後とも熊本電鉄

の経営再建取組状況や、上熊本駅線の利活用

策や経営上の位置づけ等について熊本電鉄と

意見交換を行うとともに、上熊本駅周辺の整

備計画を視野に入れた今後の結節改善に向け

た取り組み方針につきまして協議し、進めて

まいりたいというふうに考えております。 
 私の方からは以上です。 
 
○内田都市計画課長 都市計画課でございま

す。 
 70ページをお願いいたします。 
 引き続き、交通結節点改善、(2)の新水前

寺駅につきまして御説明をいたします。 
 新水前寺駅周辺の整備状況でございます

が、ＪＲにおきまして本年６月に新線への切

りかえを行い、８月に旧架道橋を撤去、現在

新駅舎を整備中でございます。また、熊本市

におきまして、電停の移設工事を実施中でご

ざいます。なお、県では８月に横断歩道橋下

部工工事、さらに11月に横断歩道橋上部工

工事に着手をいたしました。 
 71ページをお願いいたします。 
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 今後の取り組みについてでございますが、

最上段に記載しておりますとおり、平成23
年７月末ころにＪＲと市電との結節を完了さ

せる予定でございます。詳しくは別添資料１

の１ページで御説明いたします。 
 これまで平成23年３月の新幹線開業にあ

わせまして、結節施設を完了させる予定であ

りましたが、想定以上に地盤が軟弱でありま

して、周辺環境への影響を配慮した対策の検

討や、より慎重な施工が必要となるなど、横

断歩道橋の完成に時間を要しております。こ

のため、ＪＲの新水前寺駅舎の利用に必要な

施設を先行して整備し、段階的にＪＲと市電

の結節を行います。 
 第１段階といたしまして、来年３月末ごろ

ですが、新電停から横断歩道と階段で新水前

寺駅とを結節する予定であり、歩行者の移動

距離の短縮などの効果があります。 
 次に、第２段階としまして、来月７月末こ

ろに、新電停から横断歩道橋と両側のエレベ

ーターで新水前寺駅と結節し、歩行者の移動

距離のさらなる短縮を図ります。 
 下段の方に第１段階、第２段階のイメージ

図を掲載しております。今後しっかりと進捗

状況を把握しながら、予定どおり工事が進ん

でいきますよう工程管理に努めてまいりま

す。 
 恐れ入りますが、本資料の71ページにお

戻りをいただきますようお願いいたします。 
 下段に記載しておりますパークアンドライ

ドについて御説明いたします。 
 前回、委員会で御報告いたしました７月末

と比べ、駐車可能台数は最下段でございます

けども537台で変わりありませんが、契約台

数は293台であり、契約台数で10台、稼働率

で２％の増加となりました。特に、ゆめタウ

ン光の森駅では今回100％に達しておりま

す。今後ともさらなる利用促進、普及促進に

向けた取り組みを行ってまいります。 
 続きまして、熊本都市圏・都市交通アクシ

ョンプログラムの平成21年度末の進捗状況

を御説明いたします。再度、別添資料２の２

ページをお願いいたします。 
 熊本都市圏・都市交通アクションプログラ

ムは、熊本都市圏におきまして交通施策の重

点的、効率的な展開・実施を図るため、行

政、民間共通の行動計画として平成15年度

に策定し、その後平成20年度に更新してお

ります。 
 なお、このアクションプログラムにつきま

しては、お手元の青いファイル、基礎ファイ

ルですけれども、最後に添付をいたしており

ます。 
 それでは、別添資料の２ページで御説明を

いたします。 
 平成21年度の進捗状況といたしまして

は、全施策・事業から実施検討施策を差し引

きました194の施策・事業のうち、平成21年
度までに約５割に当たる95の施策・事業が

目標を達成しております。 
 左上のグラフに全施策・事業の進捗状況を

示しております。黄色が平成20年度までの

達成状況、赤色が平成21年度の実施状況で

ありまして、昨年度は８つの施策・事業を完

了いたしました。 
 中期Ａ及び中期Ｂに位置づけられた施策・

事業は、おおむね計画どおり進捗をいたして

おります。 
 ３ページをお願いいたします。 
 上段には、平成21年度に完了した８つの

施策・事業につきまして、その詳細を記載し

ております。 
 また、下段には、194の施策・事業のうち

未着手の10施策・事業につきまして、その

理由と着手予定時期を記載しております。 
 ４ページをお願いいたします。 
 実施検討施策は、実施を前提とし実施可能

となった段階でアクションプログラムに追加

するものであり、11施策について現在の取

り組み状況を記載しておるところでございま
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す。 
 今後、未着手施策につきましては早期の着

手、また実施検討施策につきましては、計画

の具体化に向けて取り組んでまいります。 
 次に、５ページをお願いいたします。 
 平成21年度に完了しました施策の中か

ら、宇土駅の交通結節強化と国道266号城南

拡幅（城南～嘉島）２施策の整備効果を添付

いたしております。 
 今後、県としましては、アクションプログ

ラムの計画的かつ継続的な実施に向けまし

て、県の事業を着実に進めていきますととも

に、行政と交通事業者間、熊本市と熊本都市

圏内の市町村間の相互調整を積極的にやって

まいります。 
 本資料の73ページ以降の交通渋滞の解消

については、前回とは変更ございません。 
 以上で熊本都市圏交通についての説明を終

わります。 
 
○中村博生委員長 執行部からの説明が終わ

りましたので、質疑に入りたいと思います。 
 何かありましたら……。 
 
○大西一史委員 いろいろ御報告があって説

明がありましたけれども、その中で今最後の

方に説明があった交通結節点の部分、特に新

水前寺駅の乗りかえの部分がおくれるという

ようなことでお話があったんですけれども、

これはきのうも新聞に載っておりましたけれ

ども、これは新幹線開業にあわせて開業効果

を最大限に生かすということがあっての、あ

る程度の目標設定であったというふうに思う

んです。 
 今回、いろいろとやむを得ない事情がある

という理由で遅延ということですけれども、

ということは、これは別に新水前寺駅地区だ

けに限らず、例えば春日池上線のおくれであ

ったりとか、街路事業とか、幾つかの事業が

全体としておくれています。その辺の進捗管

理というんですか、それと厳しい言い方をす

れば、見通しの甘さみたいなものがあったん

じゃないかなということは思うんです。 
 やっぱり開業効果ということでずっとみん

なが意識してくる中で、都市圏都市交通アク

ションプログラムにしたって、中期Ａという

のは、おおむね10年というのは最初の策定

のときはやって、見直しのときには、まあ連

立ができるまでというようなことで少し期間

的には延ばしてあるんですね。しかし、熊本

県として位置づけとしておかなきゃいけない

のは、全線開業の効果をスルーされないため

にどれだけ生かすかということが重要であっ

て、そういう意味では、これ以上の遅延は許

されないというふうに思うんです。 
 例えば、新水前寺駅に関して言えば、この

７月末ごろには全部ができますよ、しかし開

業して半年近くたった状態の中でということ

ですから、やっぱりそのおくれというのは非

常にマイナスがあるんじゃないかなというふ

うに思います。 
 だから、まずは質問としては、これまでの

進捗管理に甘さがなかったのかどうか、その

辺の反省も踏まえてどう思っているのかとい

うことが１つ。 
 それから、これ以上おくれないということ

で、それぞれの街路事業も含めてなんです

が、いいのかということを確認をしたいと思

います。 
 
○内田都市計画課長 今委員から御指摘のと

おり、新幹線開業を目指して、これまで現場

との打ち合わせを密に行いながらやってきた

わけでございますけども、もちろんボーリン

グ調査で当初の地質は把握するわけですけれ

ども、実際工事に入ってみて、振動の伝わり

方が、当初の調査ではやれなかった分もござ

いまして、このような結果になったわけでご

ざいますけれども、今お話がありましたよう

に、おくれることにつきましては非常に私ど
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もとしても申しわけないというふうに感じて

おります。 
 一日も早い完成を待っておられる県民の期

待にこたえますためにも、今申しました供用

予定時期を少しでも早めるように、努力して

まいりたいというふうに思います。 
 以上でございます。 
 
○大西一史委員 おくれないということでい

いですね。 
 
○内田都市計画課長 おくれないようにしっ

かり進捗管理をやってまいります。(笑声) 
 
○大西一史委員 だから、おくれないように

というのは、いろんな事情があるのかもしれ

ませんけれども、これは一日も早くやると。

７月末という目標はあるけれども、それは６

月末、あるいは５月末ぐらいまでに終わられ

る方は、それはいいに越したことはないわけ

です。 
 だから、そのぐらい危機感を持ってやって

いただかないと、それこそ開業をした後で非

常に不便だったなと。例えば熊本に来た方

が、まだ何か終わってないのかというような

印象ですね、こういうことのイメージを持た

れないようにするということも全体としては

重要なことだと思いますので、そこはしっか

りやっていただきたいというふうに思いま

す。 
 それともう一つ、関連といいますか、都市

計画課というよりはこれは新幹線の方か、土

木部にも関連しますけど、熊本駅前の東口の

駅前広場ですね。この前、実は私も自分のブ

ログにアップしたんですけれども、｢雲」と

いいますか、大きな屋根があって、あすこを

ずっと見ましたら、しみというか、裏側から

コンクリートのしみのようなものがある。 
 デザインとしてはあれがいいかというのは

ありますが、非常に評価された建築家の方が

設計をされてああいうものができておるとい

うことですが、ちょっと暗かったりとか、そ

れからそういったイメージとしてもう少しき

れいにならないのかなというようなことがあ

るんですけれども、その辺については何か改

善点というか、一応つくってみて、これから

またふやしていくということでしょうけれど

も、改善点も含めてどういうふうに考えてい

るかというのをお聞かせください。 
 
○松永新幹線都市整備室長 新幹線都市整備

室ですけども、今御指摘がありました東口駅

前広場の「雲」ですけども、確かに我々も現

地や委員のブログを見させていただいて確認

いたしました。 
 しみといいますのが、原因を探って、施工

業者さんとともに検討しまして、実は３月末

に一たん完成して、新しい市電の電停も供用

開始したんですけれども、最終的に「雲」と

いうのが、真ん中にまずコンクリートを打っ

て、最後、周りの仕上げのところを打ち継い

でいるんですね。そういった関係でコンクリ

ートの打設の時期がちょっと変わっていまし

て、いわゆる乾燥の度合いがちょっと違うと

いうふうなことで、電停が開通する前に若干

補修でコーティングをしたんです。 
 それが今になって、一夏を過ぎて乾燥のぐ

あいがそれぞれ変わってきて、またちょっと

変色してきている。いわゆる水分が減ってき

ているもんですから、どんどんどんどん白く

なってきているんです。そういった関係で、

それ以前に補修したちょっと黒っぽい色が目

立ってきている状態だということがわかった

もんですから、一応業者さんとも相談をし

て、新幹線開業前、まあ２月ぐらいですと冬

場ですから相当乾燥します、相当白くなって

いるもんですから、その時点である程度もう

一度補修をして、きれいに仕上げようという

ふうなことを今考えているところです。 
 多分、初めての経験で、ああいう構造物は
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初めてだったんですけども、乾燥の度合いが

それぞれ違うもんですからちょっとしみ的に

見えるんですけれども、実験的にもやったん

ですけども、次回、２月ぐらいに補修すれば

大体きれいになるかなというふうにみんな考

えているところでございます。 
 以上です。 
 
○大西一史委員 デザイン重視ということで

ああいう有名な建築作家さんも入れてのこと

だったと思うので、私の美的感覚が悪いのか

どうかわかりませんが、あれはどう見ても、

やはり一般の方から見ても、ちょっとこれは

イメージ的に余りいいものではないんじゃな

いかなというふうに思いますので、その辺は

しっかりやっていただきたいというふうに思

います。 
 デザイン面はそれはそれで結構なんですが

デザイン面と同時に、駅広の機能の見直しと

いいますか、機能のあり方というところなん

ですが、例えば駅を出てからのバス停の位置

であるとか、あるいは市電の電停は暫定整備

のときは今の状態だというふうに思います

が、最終形としては、平成28年から30年ぐ

らいになるんだろうというふうに思います

が、乗り入れるというようなこともありまし

たね。 
 そういった最終形の姿というのが、ちゃん

とその辺の機能のことも含めて詰められてい

るのかどうかというのが、いま一つ今の状況

だと見えないわけです。それを詰めた上で最

終的には、熊本市が政令都市になった暁には

市がやっていくことになるんだろうというふ

うに思いますが、その辺を十分整理して、機

能的な背景も含めて整理した上できちんと市

に渡さないと、やっぱり今までの何という

か、最終的な形が余り見えない状態の中で渡

すということで果たしていいのかどうかとい

うこともあります。その辺はどういうふうに

なっているのか、整理の仕方も含めてです

ね、そこをお聞かせいただきたいと思いま

す。 
 
○松永新幹線都市整備室長 東口駅前広場の

計画、いわゆる完成形、在来線高架が完了し

た後の最終的な絵姿の御意見ですけれども、

今委員御指摘がありましたように、基本的に

は来年３月の新幹線開業後に、駅のいろんな

乗降客のパターンとかが変わってまいります

ので、そういうふうな状況の変化を再度実態

調査をかけて、そして完成形のレイアウトを

確定していくことになるかと思いますけれど

も、実は今御指摘ありましたとおり、市電の

乗り入れの問題もありますので、それも含め

て、もう既に県と市で引き継ぎも兼ねて、完

成形の駅前広場についての検討も、今実際事

務局方でやっているところです。 
 ですから、24年４月の政令都市以後にな

りますけれども、それに向けて完成形のレイ

アウトを、県・市のいわゆる行政側の案とい

うものを、来年度までにある程度固めていく

作業をやろうというふうなことを考えている

ところです。 
 
○大西一史委員 来年いつごろまでにそれは

フィックスしようというふうなことで、来年

度のいつごろ、来年度中ということでいいの

か、それとも来年度できるだけ早い時期だと

いうことなのか、その辺のスケジュールは今

のところどう考えておられるのかお聞きしま

す。 
 
○松永新幹線都市整備室長 一般論として、

駅前広場は委員御存じのように、行政だけで

確定できるもんでございません。やっぱり最

終的に原案はつくりますけども、それから関

係する交通事業者さん、それとＪＲ九州、あ

とは実際利用される住民の方であるとか、Ｊ

Ｒの利用者の方の意見を聞いて最終的に確定

をするんですけれども、その前段となる行
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政、県と市でつくるたたき台というのが、大

体来年の中ごろまでにある程度つくらない

と、それ以降交通事業者さんとの調整が必要

になってくるんで、できるだけ早く、基本的

には政令都市に移譲する前にはある程度案は

固めておくのが望ましいというふうに考えて

おります。ただ、現時点でいつまでできます

というのは、こういう時点ではまだなかなか

確約は難しいかなと。 
 
○大西一史委員 今のことに対して、それに

関しても進行管理、さっきの進捗管理という

ところを意識してやっていただきたいという

ことをお願いしておきます。 
 済みません、長くなりまして。 
                     
○山本秀久委員 今大西委員にちょっと関連

するかもしれぬけども、私たちの聞くこと

は、駅前開発に対してそれぞれの協力をしよ

うという民間会社とかいろんなものがあるわ

けだ。それがなかなか段取りが立たなくて、

もたもたしている面があるようだから、そい

つは早く審議してもらわぬと困っている、そ

ういう要望が大変あるから、そこのところは

どうなっているのか。 
 
○松永新幹線都市整備室長 確かに、いわゆ

る駅周辺に対する民間の方々のいろんな開

発、いろんな企画が、今から少しずつ動いて

くるかなと思っています。その前段となるの

は、県と市の行政が都市基盤整備をどう今後

進めていきますというのをきちっとお示しす

ることかと思います。そういった意味で、特

に駅前広場については、できるだけ早く完成

形の絵姿というものをお示しする必要がある

というのは痛感しておりますので、また今後

頑張っていきたいと思います。 
 
○山本秀久委員 今説明したとおりだけど

も、それがなかなかうまく徹底していってい

ないから、ある部分で関係する部署にやっぱ

り通達は出しておかぬと、もたついとるか

ら、そういう点を強く要望しておきたいと思

います。 
 それともう一つは、37ページ、民間がど

れだけ協力してくれているわけなの、その問

題に対しては。民間会社が協力しているのに

対してしとるということだが、どのくらいの

民間の方々がこれに対して協力体制ができて

いるのか。 
 
○髙田交通対策総室長 静岡線のことにつき

ましては、県内の関係する団体に対して、私

どもからこの静岡線を使ってお願いしたいと

いうことで働きかけをしております。その結

果という形では、商工会議所あるいは工業連

合会の組織という形で、静岡との間で交流を

やって進めているところでございます。 
 我々としては、さらに多くの団体の皆様

に、引き続きこの静岡－熊本線の利用という

ことで働きかけを、協力ということを求め続

けていきたいというふうに思っております。 
 
○山本秀久委員 その問題がなかなか徹底し

ていない点がある。ただ言葉だけではなかな

かあんたたちはうまく言っているけれども、

実際にきちんとしていない面がたくさんあ

る。だから、方針を立てたくてもはっきり立

てられないんだという面も出でおるから、よ

くそこんところの、どういう段取りでやるか

ということを決めとかぬと困っているよ。そ

ういう点注意ください。 
 
○髙田交通対策総室長 頑張ります。 
 
○山本秀久委員 もう一つは、３月12日の

開通式のとき、私のこれは要望だけど、熊本

県の蒲島知事がこっちから乗るわけだな、熊

本から出発する場合。違うかな。新幹線開通

のときの様相たい。よくわからぬけど、これ
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はよく意味はわからぬけれども、大阪から乗

るときは、大阪の橋下知事が乗る。出せよ、

熊本からも知事を。そういう段取りを立てる

と大変それがＰＲになると思う。 
 途中でおろしてもいいんじゃないの、神戸

で。出発式だけには乗せて、熊本にスタート

するときは、大阪の橋下知事が乗るような段

取りを立てるような、そういう強力な組織を

つくらぬといかぬとじゃないですか。そうす

ると、必ずそれは波及効果も一番大きいんじ

ゃないかな。 
 
○髙田交通対策総室長 委員御指摘の点を含

めまして、当日のＰＲの最大化、効果最大化

ということで、準備を我々としても頑張って

まいりたいというふうに思っております。 
 
○山本秀久委員 我々もそういう点がないと

も限らぬから協力はしますけど、担当課もそ

の辺を頭に置いてかかってください。 
 以上です。 
 
○平野みどり委員 今大西委員が質問された

東口駅広の件なんですけれども、ちょっと細

かいことになりますが、例えば新幹線でおり

られた熊本の方が路線バスでおうちに帰りた

いというときは、西口から東口の方に移動す

るわけですね。そして、今ホテルニューオー

タニでしたか、あすこのところから乗るよう

な形になっていると思いますけど、相当な距

離を歩かないといけないということで、何と

かバス停をもう少しだけでも駅舎の方に近づ

けることはできないのかというようなことが

ちょっと地元の方からも出ていたんですけれ

ども、まずその点についていかがでしょう

か。 
その認識はあられるだろうか。相当歩かな

いといけないということ。 
 
○松永新幹線都市整備室長 ちょっと図面が

ないんで……。確かに現時点では、先日バス

停を移設して、ホテルニューオータニさんの

ちょっと南側のところの路側、市電沿いに集

約しています。確かに、今委員御指摘のよう

に、新幹線口、新幹線のホームにおりられた

お客様が路線バスに乗ろうとすると、前回の

委員会で御説明しました地下道、今新設工事

をやっている地下道を経由して東口に出て、

また一番道路沿いの今回移設したバス停まで

移動するという形になります。かなり遠くは

なります。 
 ただ、これを最終的に平成17年につくり

ました基本計画の一応完成形の駅前広場は一

つの絵姿はつくっているんですけども、その

次は当然路線バスは全部駅前広場も場内に入

れる計画になっています。その後はかなり近

くなるんですけれども、現時点では、現場は

おわかりかと思うんですが非常に狭い。その

中で、特に春日地下道の方から入ってくる通

過交通が入っているのが１つと、もう一つ

が、狭い空間の中で、タクシーに市内から乗

られてきておりられる方、乗車される方、後

は例えば熊本駅に見送りにこられる方、送迎

の方、一般車、全部あの空間の中に輻輳して

おる状況になっています。 
 そういった関係で、あの中に路線バスを入

れるのは非常に安全運行上厳しいというふう

なバス会社とは話をして、結果的に今のとこ

ろなっているということで、利用者の方々に

とっては遠くなって不便なんですけども、現

状のあの空間の中でちょっと厳しいというの

が実態です。 
 ただ、最終的に、今のところ平成30年ご

ろを予定して、できるだけ早くそういうのが

解消できないかというのは、ＪＲ九州さんで

あるとかバス会社と今私どもは詰めていると

ころで、そういったことでまことに申しわけ

ないんですけども、新幹線開業時にはそうい

った状況にあるもんですから、今のところで

我慢していただくということで、申しわけな
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いというふうに考えています。 
 以上です。 
 
○平野みどり委員 わかりました。新幹線全

線開通、そして最終形になるまでは、今の距

離は仕方ないと、道路を渡って向こう側から

乗らなきゃいけないという状況は続くという

ことですね。最終形では利便性をよくしてい

ただきたいと思います。 
 
○氷室雄一郎委員 例の空港シャトルバスの

件ですけども、10月の段階では１台に１人

乗っとらぬと、ほとんどゼロで回っている状

況だと思うんですが、その後変更があってい

るのか。これは試験運行でございますので、

頓挫するんじゃないかという思いがあるんで

すけども、採算性の上からこの結果を見て今

後決められるのか、今の状況でもやるのかど

うか、その辺についてはどうなんですか。 
 
○髙田交通対策総室長 現状につきまして

は、委員が御指摘のとおり、引き続き厳しい

状況であることには変わりません。１日当た

り、資料の66ページでは20人と申しました

が、１便当たりにしますと１人程度と、そう

いう状況が引き続き続いておるところでもご

ざいます。 
 我々としては、今現在この事業につきまし

ては熊本電鉄の方で運行をしておるところで

もございますけれども、当座はさらなる利用

促進ということで広報・ＰＲ活動を努めてい

きますが、その期間、経過した後どうするか

ということにつきまして、我々としては継続

して定着させていくように頑張っていきたい

ところでもありますが、事業者と引き続き協

議をして、この利用促進、さらに運行の継続

ということについては図っていきたいという

ふうに考えておるところでございます。 
 
○氷室雄一郎委員 現実には、今から３月ま

でですか試行運転をされて、これはほとんど

厳しいと思うわけです。だから、あとの結果

はどうされるのかということはある程度は予

測がつくんじゃないかと、私は自分で判断し

とるんですけども、この計画は頓挫するんじ

ゃないかと。 
 だから、これからしっかり取り組んでいた

だかなければ、いいアドバルーンは上げられ

たんですけども、結果としては頓挫してしま

うと、そういう状況になりゃせぬかと私は非

常に心配しているわけでございます。 
 やれることというのは非常に限られており

ますけども、どうされるのかというのが私心

配しているところでございますけども、今後

また話し合いをされるわけですけども、これ

は私は厳しいと判断しておりますし、それに

ちょっとお答えを……。 
 
○髙田交通対策総室長 確かに厳しいという

状況は私どもも同じ認識でもございます。そ

うした状況の中でこのシャトルバスの運行と

いうことにつきましては、繰り返しになりま

すけれども、利用向上、継続ということは何

とか頑張っていきたいということで、これか

らも残り短い間でございますけども、取り組

んでいきたいと思っております。 
 
○鎌田聡委員 済みません、先ほど平野委員

の関連になりますけども、来年の３月の話で

すね、新幹線開業後の話ですけども、新幹線

駅は西側ですね、西側になりますので、路線

バスとの結節が非常に難しいかと思います

が、長距離バスは本格的になるまでは、暫定

形では、長距離バスまでも結構歩かなんとで

しょう。 
 だから、路線は先ほど言われたように、い

ろんなタクシーの動き、歩行者の動きと暫定

形の中で錯綜するということであれば非常に

難しいと思いますけれども、長距離バスだけ

でも西口にやっとけば、新幹線を利用される
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方は大体長距離バスで観光地に向かわれる方

が多いと思うんです、在来線じゃなくて、で

すからそういったことはできないんでしょう

か。 
 
○中村博生委員長 何かありますか。 
 
○松永新幹線都市整備室長 図面を見つけ出

しましたので、今委員のお手元の基礎資料の

４に、ＪＲ当時の基本計画の資料がございま

す。この中の資料４の、ページ数が10ペー

ジから駅前広場の基本的なコンセプトであり

ますとか、その当時のレイアウトが記載され

ています。 
 今鎌田委員御指摘の点は、13ページが西

口の駅前広場になっています。基本的な東

口・西口の役割分担について御説明します

と、今のところ東口はいわゆる日常的な交通

ですね、いわゆる県民、市民、ですから路線

バスとか市電は東口の方に集約しておりま

す。一方で、新しくできる西口というのは、

新幹線口ですから当然長距離トリップですか

ら、非日常、観光客でありますとかビジネス

客の方々、県外から来られる方が多いという

ことが一つ。 
 もう一つが、いわゆる非日常の需要という

ことで、観光バスでありますとか貸し切りバ

スとか、そういうふうなバスの乗降場をこの

円の中に、13ページの図にもありますよう

に、団体バス乗降場というのを中ほどに確保

しているところです。 
 一方で、長距離バスについては、12ペー

ジの方でありますように、ちょっと逆さまに

なって見にくいんですけども、ちょうどＪＲ

ホテルの前付近に長距離バスターミナルとい

うふうな形で記載されていますけども、ここ

に一応２バースほど、いわゆる高速バス関係

と県外に向かう長距離バス関係をここに配置

している、これについて今運用をしていると

ころです。 

 委員御指摘のとおり、これを西口に持って

いけないかという話は、これはちょっとまだ

そのあたり全然検討していませんので、それ

については先ほども言いましたように、新幹

線開業の状況を見ながら、バス会社さんとも

協議できる可能性はあるかと思うので、どち

らの方が利用者などの利便性が高いのか、新

幹線の利用者がどういうふうな行動をされる

のか、これはちょっと予測がつきません。新

幹線口からすぐ出られて乗られるのか、はた

また在来線の方に地下道を通ってこられてか

ら行かれるのか、いろんなパターンの実態調

査をかけて、そのデータの上でバス会社さん

あたりとも調整していきたいと考えていま

す。 
 
○鎌田聡委員 これは西口に長距離バスがで

きればそれは、すぐそこに乗られるのは当た

り前なんです。よく調査してやっても、東口

の遠いところにしかバス停はありませんの

で、調査してもそこにしか行けないので、で

すから路線は仕方ないと思いますけども、道

路の面している状況を踏まえまして、新幹線

をおりてすぐやっぱり長距離バスに……。 
 長距離バスというのは観光なんですね、目

当ては。観光にこられた方は新幹線なんで

す。新幹線を降りてすぐ何百メートルも、Ｊ

Ｒホテルのがじゃがじゃしとるところに、地

下道をくぐって工事されているところを行か

せるよりも、やっぱり西口の団体バスの乗降

場をうまく利用して、長距離バスの発着をこ

こに持ってくるように、これは早急に働きか

けて取り組むべき課題じゃないかなと思いま

すけども、そういうおつもりはないですか。 
 
○松永新幹線都市整備室長 新幹線開業時前

というとかなり厳しいかもしれませんけれど

も、委員会の御指摘があったということで、

関係部局、ＪＲを含めてちょっと調整をして

みようと思います。 
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○鎌田聡委員 関係者の合意も必要でしょう

から、そのような取り決めですね、ぜひ進め

ていっていただきたいと思います。 
 それともう一点、済みません。先ほどの大

西委員の質問と関連ですけども、新水前寺駅

の結節の関係です。７月まで延びるというこ

とで、理由についても記載をされております

けども、これは想定以上に地盤が軟弱であ

り、騒音、振動への影響を配慮した対策の検

討を行って慎重な施工をすれば、３～４カ月

後でできるということなんですか。 
 それとも、具体的にそういった対策がきち

んとできていてという話なのか、今からやら

れる話なのか。７月までにやりますという話

であったんですけれども、その辺がどのよう

な対策をとってどうすれば３カ月～４カ月で

できるという見通しを持って言われているの

か、全く見直しができていないのか教えてく

ださい。 
 
○内田都市計画課長 現時点で防音振動対策

を地元と協議してやりまして、今後の見通し

を立てた上で７月末ごろになるのではないか

というふうな判断をしております。基礎工事

が駅舎も杭基礎、橋梁も杭基礎がございま

す。それを一遍にやるとやっぱり振動が大き

く伝わるもんですから、一つずつやっていか

ざるを得ないというところもございまして、

工程を見ました結果、７月末ごろになるので

はないかというふうな見通しを立てたところ

でございます。 
 
○鎌田聡委員 その辺は事前の調査で大体わ

かっていたんじゃないかなと思いますし、先

ほど大西委員からも話がありましたように、

やはり新幹線開業時点を意識して取り組みを

全て進めていて、この件も延びているという

状況でありますので、これは工期だけが延び

るということだけじゃなく、事業費もある程

度膨らむんじゃないかなと思っていますけ

ど、その辺はどうなんですか。 
 
○内田都市計画課長 コスト的には、例えば

工期が延びることによって、そこを使う例え

ば仮設屋の借地料など伸びたとか、機材が長

くなることによって費用が上がるということ

は考えられますけど、今回のケースではコス

トの増はございません。 
 
○鎌田聡委員 近隣の方とのある程度の合意

ができた、見通しはできたということですけ

ども、その辺が今後さらに延びないように取

り組みを、いろんな方々と、関係者とも詰め

をしていきながらぜひ進めていっていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 
 
○平野みどり委員 今大西委員と鎌田委員が

指摘された工期に関しての管理の見通しの甘

さというのは、全線開通時の効果ということ

を半減させてしまって、本当に残念だなと思

います。ただ、新水前寺駅の事業に関して

も、開設当時から私も障害者団体ともいろい

ろかかわっていて、中の事情もよくわかって

いるつもりです。 
 ただ、３月の時点の階段でしか移動ができ

ないということになりますと、車いすはもと

より高齢の方たちの心もとなさというか、不

安というのがあるだろうというふうに思うの

で、そこに関してはきちんと利用者の方に、

７月ぐらいにはエレベータも完成しますとい

うような形で、利便性の向上はされるという

ような形の広報なりは、駅舎内にされると

か、そういう必要があると思います。それが

１点。 
 それともう一つ、歩行される方は、雨に濡

れない状態で階段をおりて電車に乗るという

ことが可能なわけですけれども、結局電停に

エレベータを設置することは不可能だという
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ようなことになったので、駅舎のところに両

側にエレベータをつけるという形になったわ

けですね。 
 そうしてみますと、エレベータでおりても

電停までは雨ざらしでいかなければならない

ということで、歩行がゆっくりの高齢の方と

か、傘を差しながら歩くのが困難な方とかい

らっしゃいますので、その方々が雨に濡れる

というような状況が出てくるわけです。 
 ですから、横断歩道は仕方ないにしても、

周辺のお店のところに、雨ざらしにならない

ような形の何というんですか、ひさしといい

ますか、そういうものを歩道上につけてもら

えるように、これはぜひやっていただきたい

んですけど、そこら辺の状況はいかがでしょ

うか。 
 ２点お願いします。 
 
○内田都市計画課長 第３段階と第２段階の

結節の時期につきましては、広報周知に努め

てまいります。 
 それから２点目の、何といいますか、階段

をおりてからの雨よけのシェルター、屋根に

つきましては、地元の方へはぜひ設置したい

という投げかけ、お願いをいたしました。た

だ、今地元の方は、出入りの方が反対の方も

おられますし、賛成の方もおられるし、現時

点では合意に達しておりません。まだ協議を

しているところでございまして、できれば今

委員おっしゃったように、雨よけのシェルタ

ーを設置したいというふうに考えておりま

す。 
 
○平野みどり委員 なかなか対応が難しい周

辺の方もおられるということは承知しており

ますけれども、公共の利益という意味では、

御理解いただくように最後まで詰めていただ

きますように、よろしくお願いします。 
 
○中村博生委員長 この新水前寺駅ですけど

も、振動関係で地域の人たちがいろいろあっ

たというように思うとですが、地域対策とい

うか、工事がおくれるとはおくれるとですけ

ども、その辺はぴしゃっとできとっとでしょ

う。 
 
○内田都市計画課長 地元の関係者の皆様と

は工事連絡協議会というのをつくりまして、

工事の対策であったり、今後のスケジュール

についてはよく協議をしながら進めていると

ころでございます。 
 
○中村博生委員長 松永室長に、バス停が遠

いとかという話出とりますけども、よその新

幹線駅で、すぐ長距離バスに乗られるような

駅はどのくらいあっとですか。 
 
○村上寅美委員 博多と鹿児島を言えばいい

じゃないか。 
 
○松永新幹線都市整備室長 例えば、今御指

摘のように博多駅今改修中ですね。博多駅の

場合は隣にバスターミナル、大きなビルがあ

る、あのくらいの距離がある。鹿児島中央で

すと、やっぱり長距離バスは、駅広の前面が

国道になっていますけど、あすこは路側にあ

るわけです。ですから、うちで言う完成形に

なったときぐらい離れて、大体80メーター

ぐらいですかね、奥行きの先にあるというこ

とですから、それに比べると今の暫定形は非

常に狭い、大体奥行き40メーターぐらいし

かないですから、狭いけど逆に言えば近いと

ころにあるとは言えます。 
 ですから、一般的には長距離バスというの

はＪＲさんと競合関係もあるもんですから、

余り近くには配置されていないのが一般的で

す。 
 
○村上寅美委員 問題はそこだと言わなんた

い。 
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○中村博生委員長 ほかに。 
 
○村上寅美委員 さっき鎌田委員とか話があ

ったように、これはみんなが本当に一生懸命

やっていることは認める。認めるけど、新幹

線を降りて何百メーターも歩かなんというよ

うな不評を買っては、熊本駅は、というイメ

ージにつながる。だけん、これは委員会で要

請したということと、どうしてもそこでない

とだめならリレーをすることも検討したらど

うだろうか、リレーを。ホテルの先まで、そ

こしか定期バスが乗れないというようなこと

の話が最初あったでしょう。 
 だから、何百メーターかあるでしょう。距

離があり過ぎると。雨には濡れないの。――

雨には濡れない。余りにも距離があり過ぎる

なら、リレー式かなんかで、何かそこにサー

ビスというかそれをしないと、そうでなくて

もこれは30年に表ができ上がるまでの間は

間違いなくこれは不評だよ、整備されてない

んだから。だから仕方がないから、今できる

のは何なのかということをＪＲと協議しなさ

いよ。 
 ちょっと委員長、よかですか。 
 
○中村博生委員長 どうぞ。 
 
○村上寅美委員 それから、ブランド推進課

にお尋ねするけど、大阪から岡山、広島、

我々も行ってきました、委員長のもとに。熱

心にＰＲができとることは間違いなく確認し

ました。それで、僕が心配するのは、これか

ら先、売りは業者がするんですね、コースづ

くりは業者が。この辺は業者との意見交換も

やっとると思うけど、反応はどうなんです

か。要するに、オープンに対して…… 
 
○松岡観光交流国際課長 観光交流国際課で

ございます。 

 現在、各旅行会社につきましては、名古屋

から以西につきましては、来年以降につきま

して九州を売るということについては…… 
 
○村上寅美委員 来年以降…… 
 
○松岡観光交流国際課長 ことしもそうなん

ですけど、新幹線開業のエポックについて

は、西を売ると、九州を売るということにつ

きましては、意見交換をやっていましてもか

なり手ごたえを感じております。そこは浸透

して…… 
 
○村上寅美委員 そこまでの説明は前回僕が

質問したから聞いたわけだ。それで、それを

現に我々委員会で行って反応を覚えたから、

ああよくやっとるなということを認識したか

ら、さあ今度は商品づくりに対して業者が、

旅行社が持ってくるわけでしょうが、大体旅

行社との詰めが進んでいるかということを僕

は聞きたいわけだ。 
 そうするともう一点は、静岡線でもそうで

すたいね、商工会議所に投げとると。投げた

だけじゃだめなんだよ。――両方君か。投げ

ただけじゃだめなんだよ。投げたらどういう

スキームで、どの程度行ってくれたかという

ことを確認しないと、全然やっとらぬだろう

が。おれ２回ぐらい行ったよ、農業団体とあ

れをつくって、言わぬだったけど。商工会議

所に投げたからと。丸投げじゃだめなんだ

よ。 
 商工会議所でどういうシステムで、何本ぐ

らい入れてくれというような要望をすれば彼

らはしますよ、商工会議所としても、商工会

連合会としても、いろんな団体に強く要望し

とる。今ブランド推進課に言ったことも、こ

れはよくやっとるよ、メニューだけは。それ

から先、旅行社の反応に対して、旅行社との

協議がどこまで進んでいるかと、この商品で

はこれはこうした方がいいとか、いろんなこ
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とがあって、そしてまだ予約は無理だけど、

そんな詰めが欲しいんだよ、旅行社との。 
 
○松岡観光交流国際課長 既にキャンペーン

の中で旅行社の方、このような熊本スペシャ

ルとか、こういった商品、それからＪＲで行

くびっくり九州という熊本サプライズ、こう

いった標語が全部入っております。 
 それから現在、北陸の方でも、九州、先ほ

ど申しましたＪＲと宿をセットにした商品、

ポスターも掲出してはってありますけども、

そこで使われている絵柄というのは全部熊本

が絵柄で入っておりまして、かなりインパク

トのある商品構成が今できております。ほか

にもこういった形の…… 
 
○村上寅美委員 課長、それはおれがたたえ

たろうが。そこまでやっていることは何か。

実を取るのに、旅行社にまだ予約を入れたっ

てよかっだけん、何本か入っとっど。そうい

うふうな要するに実績がありますかと、それ

は追求していますかということが一番心配た

いね。 
 
○松岡観光交流国際課長 実績は確実に旅行

商品上がっております。 
 
○村上寅美委員 上がっているね。期待して

いるんだから。 
 
○中村博生委員長 要は旅行社、各団体との

あれをもっとしてくれということですね。そ

の辺ば徹底してお願いしたいと思います。 
 
○村上寅美委員 ようやっとるたい。 
 
○髙木健次委員 36ページの、今村上委員

の質問に関連するんですけど静岡線、１年半

足らずでまだ47.4％、半分を切るようなお客

さんということで、特に熊本インが61、熊

本アウトが34％ということは、約半分しか

向こうのお客さんに対してこちらから出るの

がいないということで、静岡に魅力がないの

か、皆さんの努力が足りないのか、あるいは

発着時間、この前から指摘をされているよう

にその辺に問題があるのか。 
 今航空会社も路線のスリム化を図っていま

すね。そういうことからすると、１年半足ら

ずでこういう状況でしたら、また展望が見え

ないということの危惧もされるわけですけれ

ども、感覚的な何が一番原因なのか、その辺

の展望というのはわかりますか。 
 
○髙田交通対策総室長 まず、我々として

も、先ほど村上委員の御指摘にもありました

けれども、詰めたところを引き続きより一層

頑張らなければならないというふうにして思

っているところでございますが、ＦＤＡフジ

ドリームエアラインズ、あるいは旅行会社と

も話をしています。 
 そうした中で見られるところとして、まず

静岡から来るお客さんについては、熊本到着

して、熊本県内の観光施設を訪れて、また宿

泊するということがありますが、熊本だけに

とどまらず、鹿児島の方の南に行く、あるい

は福岡の方へ上がるということで、九州を周

遊という形で移動するパターンが見られま

す。 
 フジドリームエアラインズは、静岡から熊

本が１日１便ですが、それだけではなくて、

鹿児島にも１日１便、また福岡にも１日２便

現在運航しておりますので、そうした路線と

いうものを活用して、インとアウトを別にす

るというような形態が見られます。また、旅

行形態としても、団体旅行というのが多いと

いうふうな傾向が見られるところでもござい

ます。 
 一方、熊本発の状況としましては、団体利

用というのもございますけれども、それより

どちらかというと個人の移動ということが中
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心になっておるところでもございます。 
 それで、静岡だけでなくて、東海あるいは

その周りの圏域を含めたところの移動とい

う、旅行商品というところがまだ出ていない

というようなことがある状況でもございま

す。なかなか旅行商品として移動と、便とい

うことを考えて、つくりにくいというような

話も聞くところでもございます。我々として

はイン、発言どおりこの路線の利用状況は大

変厳しいものというふうにも思っておるとこ

ろでございます。 
 先ほど来御指摘いただいているところでご

ざいますけれども、なお一層詰めた形で何と

か利用率向上のために頑張りというのを今後

とも一層やっていきたいというふうに思って

おります。 
 
○髙木健次委員 いろいろ理由もあると思う

んですけれども、一番の理由はこの前から指

摘をしとった発着時間、熊本に帰る便の出発

時間、この辺は、鹿児島とかにも来ていると

いう状況ならば、何とかその辺の改善という

のはＦＤＡの方はできないわけですか。 
 
○髙田交通対策総室長 10月末から、それ

までは朝８時に静岡を立っていたものが、今

は12時という形で下げたところがございま

す。ただ、その利用の状況というものが利用

率ということでどうあらわれてくるか、１カ

月というところでなかなかその経過を見出し

にくいところでありますけれども、航空会社

としましても、利用率を高めるためにダイヤ

というものをどう考えていくか、また、４機

あるいは５機という少ない機材でありますの

でどう回していくか、いろんな問題あります

けども、我々としては、熊本－静岡線の利用

率を上げるためにいいダイヤということは、

委員から御指摘受けているところでもござい

ます。引き続き今の様子でいいのか、あるい

はさらに変える必要があるのかということは

見きわめてまた働きかけしていきたいと思い

ます。 
 
○髙木健次委員 この数字から見れば、熊本

はアウトが半数ちょっとと、だから非常に静

岡側に対しても申しわけないような感じがし

ますから、その辺はしっかりまた頑張ってい

ただきたいというふうに思います。 
 以上です。 
 
○平野みどり委員 合同庁舎Ｂ棟建設予定地

についてですけれども、いろいろ大変な状況

で動きがないんだろうとは思いますけど、ち

ょっと提案があるんですけれども、例えば今

サイドリザベーションで電車の路線がきれい

にできましたね、合同庁舎のところまで。新

たな計画が動き出すまでの間に、あすこを例

えばパークアンドライドに特化した駐車スペ

ースにするというようなことができないの

か。 
 私の地元の城山の方で、産交さんのパーク

アンドライド、かなり利用者がふえてきてい

て評判がいいんですけれども、そういうよう

な形で駅の周辺に、旅行社の関係の駐車場で

はなく、あくまでパークアンドライドという

ような形で、新たに計画が動き出したらそれ

はやめればいいわけで、遊ばせているのはも

ったいないし、何か見た目もよくないです

ね。そこら辺ちょっと、可能なのかどうかと

いうことも含めて……。 
 
○佐藤地域振興課長 今委員御提案のお話で

ございますけども、確かにそういった活用の

仕方は考え方としてはあるとは思うんです

が、ただ今国に対して強く整備を要望してい

る中で、例えば別な用途で使うということに

なると、場合によっては現場を固定化してし

まう可能性がなきにしもあらずだと思ってい

ます。ということで今強く要望しております

ので、その状況を見ながら、それが今後動い
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ていくのか、そこら辺を見きわめた上で考え

ていきたいというふうに思っております。 
 
○平野みどり委員 利用の固定化という懸念

はあるかもしれませんけれども、何も新たな

ものをつくる必要はないという意味で、若干

の整備をするだけでできるのでグッドアイデ

アだなというふうには思うんです。よろしく

お願いします。 
 
○山口ゆたか委員 済みません。24ページ

の、おもてなしの取り組みについて、まあ質

問というか要望をさしてください。 
 今期、第２期が85件の応募があり、42件
助成事業として選定されたということでござ

いますけれども、県民の主体性に基づいて助

成制度をつくり上げておられますので、来年

度どういうふうになるかわかりませんけれど

も、まだまだ県民の主体性を生かすような助

成だと思いますので、このあたりはまた確保

していただいて、主体的な取り組みを生んで

いただくように要望しておきます。 
 よろしくお願いします。 
 
○中村博生委員長 要望でいいですか。 
 
○山口ゆたか委員 はい。 
 
○佐藤雅司委員 66ページでございますけ

ど、都市圏公共交通ネットワークの整備の中

で、これに載っていないんですけども、髙田

室長、２～３日前に新聞に出ました。熊本－

大津間のあれは快速、ＪＲが快速を出すとい

う提案をいたしました。これはとてもいいこ

とだなと私も思いました。 
 ４駅ぐらい飛ばして、３つか４つぐらい飛

ばして大津まで来るということになれば、さ

っき氷室委員がおっしゃったいわゆる空港へ

のアクセスあたりも、恐らく相当違ったイメ

ージを持ってきて――今30分なんですよ、

それがやっぱり17～18分から10分ぐらい短

縮になると、そこ辺が全然違ってくる可能性

があるなというふうに思っております。 
 要望でございますけども、今阿蘇まで熊本

から１時間40分程度かかるんです。これ新

幹線があれで33分と、｢みずほ」で33分、１

時間40分かかってしまうと、とてもじゃな

いけどものすごいまさに速達性とか、やっぱ

り高速化というのは時代の要請ですから、ゆ

っくり行くのもいいけど、電化もお願いして

いるわけですけども、そこは簡単にならない

とすれば、やっぱり速達性の意味から、ぜひ

阿蘇までの快速をひとつ増便してもらった方

が私はいいんじゃなかろうかというふうに思

いますので、イメージがこれからも変わって

きますので、そこは委員長、要望でございま

すので……。 
 
○中村博生委員長 要望でいいですか。 
 
○佐藤雅司委員 課長それから坂本部長、よ

ろしくお願いしておきます。 
 
○大西一史委員 71ページのパークアンド

ライド、先ほどちょっと平野委員のお話もあ

りましたが、これ71ページの資料を見ます

と、例えばゆめタウン光の森なんていうの

は、契約台数は100％ですね。これなんてい

うのは、逆に駐車可能台数が一応100という

ことじゃありますけど、これはふやすことは

できないですか。 
 というのが、それだけニーズがやっぱり高

い、つまり公共交通にシフトする可能性が極

めて高い、しかも今後新幹線が開業となれ

ば、なおさらここの利用というのは非常にふ

えていくということで、こういう稼働率の高

いところの駐車スペース、駐車可能台数をふ

やすことができるのかどうかということも含

めて、今後の見通しも含めてちょっとお聞か

せいただきたいと思います。 
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○内田都市計画課長 ゆめタウン光の森につ

きましては、駐車可能台数をさらにふやすこ

とができるかどうかについては、ゆめタウン

の方と協議をしてみたいと思います。 
 パークアンドライドにつきましては、やっ

ぱり稼働率が低いところをいかに上げていく

かというのが課題でございまして、先ほど申

しましたようにアンケートをとりまして、利

用者の方々の声を聞きながら、さらに稼働率

が上がるように努めてまいりたいと思ってお

ります。 
 以上でございます。 
 
○小早川宗弘委員 ２ページですけれども、

大阪から熊本駅までの最短所要時間２時間5
9分ということで、３時間を切ったというふ

うなことで、結構３時間を切ったということ

で何か話題性があるのかなというふうに思っ

ておりますけども、熊本駅から博多駅までの

33分ということであります。 
 これは、新幹線のグレードがいろいろある

と思うとですけど、｢つばめ」だとか「さく

ら」だとか「みずほ」とかいうことで、これ

は停車駅はどんな想定でされているのかなと

いうふうに思いますし、今後全線開通に従っ

てどの車両が一番多くなってくるのか。でき

るだけ熊本に経済効果をもたらすということ

でいえば、どの車両も熊本県内の駅にはとま

ってほしいなというふうな気がしますし、そ

の辺はＪＲの方のダイヤの設定で大きく変わ

ってくるというふうに思いますが、現段階で

わかっている停車駅があれば教えていただき

たいと思います。 
 
○髙田交通対策総室長 ここの２ページの数

字につきましては、これは最速の「みずほ」

を念頭に置いた数字でございます。これは熊

本－新大阪で行きますと、新大阪から岡山、

広島、小倉、博多それから熊本という形に、

最速で運行されるものの数字でございます。 
 
○小早川宗弘委員 熊本から鹿児島は……。 
 
○髙田交通対策総室長 熊本と鹿児島は、こ

の「みずほ」の最速で行きますと46分にな

ります。新大阪から鹿児島中央までが、最速

で３時間45分というふうに報道していま

す。新大阪－熊本が２時間59分でございま

すので、その差ということで熊本－鹿児島中

央が最短では46分という計算上なります。 
 この33分というのにつきましても、これ

は最速の「みずほ」で行ったパターンという

ことでございます。我々としては、熊本駅の

みならず県内４駅ございます、この利便性と

いうものを高めていくために、ＪＲに対して

これまでも利便性の確保と、あるいはダイヤ

ということを含めて要望してきたところでも

ございます。近日中にダイヤが発表されると

いうところでもございます。 
 今我々としては、ダイヤの状況を見ながら

いろいろ分析して、またさらなる対応が必要

なのかどうかということについても検討して

いきたいと思っております。 
 
○小早川宗弘委員 最速かね。 
 
○髙田交通対策総室長 最速でございます。 
 
○小早川宗弘委員 わかりました。 
 ちょっと一部、かなり前の報道だったと思

うとですけども、｢みずほ」は熊本どまりで

新大阪に直通するとかいうふうなうわさも聞

いたんですけどね。(笑声)そういうことはな

いというふうに思いますけれども、いずれに

しても熊本県内には４駅があるわけですか

ら、｢さくら」とかを第２の都市である八代

にとめてほしいなというふうな要望もありま

すし、また新玉名も博多との連携といった部

分では、そういう停車駅に考えていいんじゃ
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なかろうかと。時間帯によってそういうとま

るやつもあるし、とまらぬやつもあるという

ふうに思いますけれども、その辺もちょっと

戦略的に検討して要望をしていただきたいと

いうふうに思います。 
 あと、一点いいですか。 
 12ページ、新幹線くまもと創りプロジェ

クトの推進ということで、平成18年に新幹

線くまもと創り戦略及びプロジェクトという

ふうなことで、各地域ごととか、あるいは交

通だとか、農業、商業だとか、そういう産業

分野ごとにいろいろなソフト政策を考えられ

てきたというふうに思いますけれども、大体

このプロジェクトの工程表というのを見る

と、平成22年度まででほとんど終わってし

まう、あと23年度以降はそれぞれその事業

を継続してくださいよというふうなことなん

です。 
 今新幹線元年戦略というふうなことで、新

幹線元年戦略もあと１年か２年ぐらいでその

戦略的には変化をしてくるだろうなと、変え

ていかぬばんとだろうなというふうに思いま

すけれども、この新幹線くまもと創りの計画

について、平成23年度以降、あるいは新幹

線元年戦略が終わった後というのはどういう

ふうなことを考えていこうとされているの

か、お聞きしたいと思います。 
 
○津森新幹線元年戦略推進室長 新幹線くま

もと創りにつきましては、新幹線が来る契機

を踏まえて、本当に県下全域でそれぞれの取

り組みを集中的にやろうということで、特に

ここ１～２年は新幹線元年戦略ということ

で、新幹線に焦点を絞った取り組みに特化し

ているところでございますが、今後、その載

せられているプロジェクトにつきましてもそ

うですし、我々が今一生懸命やっている新幹

線元年戦略に伴う取り組みもそうですけど

も、いずれもこの熊本のすべての底上げをす

るというふうな取り組みでございまして、あ

の地域づくりが、例えば農水の話であってい

ろんな分野にまたがっておりますが、今申し

上げたように、新幹線が来た契機として大き

く飛躍するというふうな取り組みでございま

すので、いずれにせよその中のプロジェクト

の重要性、大事さというのは引き続き変わら

ないと思っていますし、さらにそこをブラシ

アップすべきだと思っていますので、名前と

しましては新幹線プロジェクトというふうな

形ではないかもしれませんけれども、継続し

てそれの取り組みを県下全域で進める必要が

あると思っておりますので、今後とも引き続

きそういう形で進めるべきだと思っておりま

す。 
 
○中村博生委員長 いいですね。 
最後です。 

 
○大西一史委員 そんないい方はなかろう。 
 
○鎌田聡委員 先ほどの質問にちょっと絡み

ますけど、本社では快速を走らせるという話

もございましたけれども、鹿児島本線で長洲

ぐらいまでですか、特急か快速を残すという

話も報道で出てもおりますけども、実際のと

ころ今どういう状況になっているのかを、ぜ

ひその情報を含めて教えていただきたいと思

います。 
 
○髙田交通対策総室長 いろいろ新聞報道で

出ておるところでありますが、私自身ＪＲ九

州の方から、こうした形のダイヤになる、あ

るいは快速なのか特急なのか、あるいはどこ

まで走るのかということについて、我々とし

てはいろいろお願いしたいというふうには言

っているところでもございますけれども、い

ろいろ聞いても、まだよくわかりません。き

ちっと内容はＪＲ九州から知らされていない

状況でもございます。いろいろ報道が先行し

ておるというのが現状だというふうに私は理
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解しております。 
 
○鎌田聡委員 非常にここは関心のある事項

なんですね、県民の皆さんにとって。ですか

ら、報道で出ていることはある程度の何かあ

るはずなんです。ですから、そこを県として

わかっとらぬということじゃなくて、やっぱ

りきちんと調べていただいて、こういう特別

委員会の中では、今の状況としてはこうなん

ですよということをぜひ教えていただきたい

し、そのことを受けてまたどういったアクシ

ョンを我々が打たにゃいかぬのかということ

もありますし、ただ単に残っても、今度は料

金面がどういうふうな料金に設定されるのか

という問題もありますから、取り得る情報と

いうか、そういったものはきちんと取ってい

ただいた上で、やっぱりこういった特別委員

会の場で議論の素材として出していただくよ

うにこれは要望しておきますので、よろしく

お願いします。 
 
○中村博生委員長 要望ですね。ほかにない

ですか。 
 
○村上寅美委員 これは大事なことよ。 
 
○大西一史委員 最後ですって、さっき言わ

れたけど、確かに午後からいろんな委員会の

審議があるというのはわかりますけれども、

できればある程度審議時間を十分取っていた

だければというふうに思います。 
 それで、いろいろ聞こうかなと思いました

けれども、｢くまモン」ですね、最後に「く

まモン」の質問もどうかなというふうに思い

ますが、だんだん認知度が上がってきたとい

うことは確かだと思います。 
 まだまだの部分もあると思いますが、私

「くまモン」のバッチをいただいたんですけ

ど、今ここにしていません。何でだと思いま

すか。取られるんです。この時期にあちこち

行くと、それ下さいというような方がいて、

そのグッズも含めてですけど、今非売品とい

うような形になっているからだろうと思いま

すけども、そういったものがちょうど盛り上

がってきそうということであるから、そこに

向けてやっぱりもう少し、もう一押しやって

いただきたい。 
 それで、これは可能性としては、今認知度

が上がってきた中ではすごくあるというふう

に思うんです。だから、そこの辺をもう少し

演出とかグッズの提供とかも含めて、しっか

りやっていただきたいということを要望して

おきます。 
 それと、あと「くまモン」がぜひ県議会に

も来ていただきたいというふうに思うんで

す。どうでしょうか、そういうことは可能性

としてできますか、２月あたり。 
 
○津森新幹線元年戦略推進室長 今大西委員

おっしゃったように、「くまモン」というま

ず名刺を配り終わって、いろいろな形で今少

し認知度が高まっています。熊本駅を初めと

して私ども、実際私も足を運んでアンケート

調査等をさせていただきました。かなり認知

度が上がってきておりますが、ただそれとく

まもとサプライズの取り組みとが、まだまだ

つながっていないところがありますので、大

分知られてきていますので、こういうのをい

かに施策につなげていくかというのが重要な

課題だと思っています。 
 その上でも、特にくまもとサプライズ、ま

た「くまモン」自体のインパクトといいます

か、いろんなところで周知を図るというのは

いろんな仕掛けが必要だと思っていますの

で、今御提案いただいたものを含めて、いろ

んな形で検討してまいりたいというふうに思

っております。 
 
○平野みどり委員 ついでに、｢くまモン」

ファンクラブの一人ですが、きのうも辛島公
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園で遭遇しました。基本的なことですけど、

｢くまモン」とは１体なんですか。もしも必

要だったら、何体か準備するとか、あるいは

入っていらっしゃる方相当疲れると思うんで

すけど、緊急雇用でやっていらっしゃると聞

きましたけど、｢くまモン」さんの労働に関

してはきちんと保障されているのか、ちょっ

とそういうことを聞きたかったわけです。 
 
○津森新幹線元年戦略推進室長 開業に向け

て「くまモン」も馬車馬のように働いていた

だいていまして、実は１体ではございます

が、瞬間移動で３カ所ぐらいは行けるような

形であります。 
 
○平野みどり委員 ということは、１体…

…。 
 
○津森新幹線元年戦略推進室長 １体ではご

ざいますが、瞬間的に…… 
 
○宮尾くまもとブランド推進課長 済みませ

ん。人格的には１人でございます。それで、

大阪でも熊本でもフルに瞬間移動で今頑張っ

ているというところですので…… 
 
○平野みどり委員 何となく理解いたしまし

た。 
 
○宮尾くまもとブランド推進課長 よろしく

お願いします。 
 
○平野みどり委員 それと、労働に関しては

どうでしょうか。緊急雇用は何人ぐらいでさ

れていますか。 
 
○津森新幹線元年戦略推進室長 大体、瞬間

移動の話をさしていただきましたが、ＭＣの

方とか、いろいろ「くまモン」も人気があり

ますので、｢くまモン」をガードする方とか

もおりまして、大体３人体制で動かしており

ます。それが大体３カ所程度動かしているふ

うな感じの体制を組まさせていただいていま

す。 
 年末に向けていろんなところからも、あり

がたいことに声かけをいただいておりますの

で、やっぱり体壊してもあれですので、いろ

いろ健康面とかを配慮しながら一生懸命やっ

ております。 
 
○平野みどり委員 「くまモン」が信号待ち

のところでちょっと疲れた表情だったので、

そこ辺を含めてですね、相当大変だろうなと

思いましたので、よろしくお願いします。 
 
○中村博生委員長 ほかになければ、質疑を

これで終了いたします。 
 それぞれ頑張っていただいておりますけど

も、新幹線開業までは第１段階でございま

す。開業後がもっと大変だろうと思いますの

で、それぞれの部署で便宜をとっていただい

て、そしてまた旅行社、民間ともいろんな形

で連携をとることが必要であろうと思います

ので、その辺もよろしくお願いしたいと思い

ます。 
 次に、議題(2)閉会中の継続審査について

お諮りいたします。 
 本委員会に付託の調査事件につきまして

は、審査未了のため、次期定例会まで本委員

会を存続して審査する旨、議長に申し出るこ

ととしてよろしいでしょうか。 
  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 
 
○中村博生委員長 異議なしと認めます。そ

れでは、そのようにさせていただきます。 
 その他として、何かありませんか。 
ほかになければ、本日の委員会はこれで閉

会したいと思います。 
  午後０時１分閉会 
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